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編
集
・
発
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／

若
桜
町
役
場 

ふ
る
さ
と
創
生
課

2016年

再生紙
を使用しています。

5
月号

わ
か
さ

　５月１日（日）午前１１時から若桜駅構内で「恋の日」イベントを開催します。
　ピンクＳＬ（既存のＳＬをピンクに塗装）のお披露目や走行（若桜駅構内を２往復程度）、また、中井精
也氏（鉄道写真家）、南田裕介氏（ホリプロマネー
ジャー）、豊岡真澄さんによるトークショーなどを
行います。皆様のご来場をお待ちしております。

今月のイベ
ント告知

恋（５月１日）
の日

イベントを
開催！

毎月第3水曜日は、ノーマイカーデーです

恋（５月１日）の日
イベントを開催！

5月31日（火）
税金・
保険料

5月の5月の

納期限

※たばこは若桜町内でお買い求めください。（若桜町の税収となります）

□ 固定資産税（全期及び第１期）
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2016年

み
ど

り
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流
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ま

ち
『

若
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自
治
会
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名
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地
域
お
こ
し
協
力
隊
員（
神
谷
さ
ん
、阿
部
さ
ん
）就
任
式
、

南
三
陸
町
レ
ポ
ー
ト

若
桜
ジ
ビ
エ
フ
ェ
ス
タ
・
軽
ト
ラ
市

ラ
ッ
ピ
ン
グ
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車
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行
開
始
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人
事
異
動

ま
ち
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わ
だ
い
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ふ
る
さ
と
納
税

シ
カ
等
の
被
害
防
止
柵
の
資
材
費
助
成

若
桜
町
情
報
公
開
制
度
の
運
用
状
況
、

平
成
２
７
年
度
　
電
源
立
地
地
域

対
策
交
付
金
事
業

鳥
取
因
幡
Ｇ
バ
ス
運
行
中
！
、

集
落
応
援
事
業
費
補
助
金
の
利
用
に
つ
い
て

10112223

　
若
桜
鉄
道
は
、３
月
２０
日
に「
隼
ラ
ッ
ピ
ン
グ
列
車
」の
運
行
を
開
始
し
ま
し

た
。当
日
は
ラ
ッ
ピ
ン
グ
列
車
と
大
型
バ
イ
ク
１５
台
の
並
走
パ
レ
ー
ド
も
行
わ

れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 関
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ー
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若
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ラ
ッ
ピ
ン
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列
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運
行
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開
始
し
ま
し

た
。当
日
は
ラ
ッ
ピ
ン
グ
列
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大
型
バ
イ
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１５
台
の
並
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パ
レ
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ド
も
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わ
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ま
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 関
連
記
事
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ー
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掲
載
♪

ラ
ッ
ピ
ン
グ
列
車
運
行
開
始

・11時00分　 記念式典
・12時15分　ピンクSLイベント
・12時45分　トークイベント
　　　　　　　  中井精也氏、南田裕介氏、
　　　　　　　  豊岡真澄さん　

5/15 日
こんにちは
移動町長室

  2日㊊◆若桜神社大祭　傘鉾コンクール

  3日㊋◆若桜神社大祭

10日㊋◆人権相談

　　　 ◆行政相談

　　　 ◆法律相談

10日㊋・17日㊋・24日㊋・31日㊋
　　　 ◆消費生活相談

12日㊍◆障がい者相談

　　　 ◆乳幼児健診

22日㊐◆壮年ソフトボール大会

28日㊏◆不動院岩屋堂開山1210年柴燈護摩大祭

時間／19時～21時
場所／山田町（山田町公民館）

今月
の

乳幼児相談
5月24日（火） 13時30分～16時

5月の行事予定

18時～

8時～

9時～12時

9時～12時

13時30分～16時

9時～16時

9時30分～12時

12時30分受付

8時30分開会式

11時～

【山陰合同銀行若桜支店前】

【若桜宿内】

【ドリーミー】

【ドリーミー】

【ドリーミー】

【ドリーミー】

【ドリーミー】

【保健センター】

【若桜学園、中之島公園】

【不動院岩屋堂周辺】

保健センター
成人健康相談
5月6日（金） 9時～12時

ゆはら温泉の日 入浴料半額 
5月19日（木）

ゆはら温泉

日　程 （予定）

1,443戸（ー2）

住民基本台帳に記載された外国人を含む（平成28年4月1日現在）

世帯 人口 3,484人（－9）男性／1,642人（－10）
女性／1,842人（＋1）

人口と世帯数（対前月増減）

さくら4号

人口と世帯数（対前月増減）

さくくら4号ら4号くら4号くくら4号く

みんなで育てよう
若桜鉄道

さいとう ご   ま  たいさい



集落名 自治会長 公民館長 婦人会長又は
婦人部長 農業推進連絡員 保健委員 環境衛生委員

又は厚生部長 同和教育推進員

新 町 谷口　　稔 熊田　行男 森本　良子 山中　幹也 山野　典子 杤本　浩司 三島　義彦
山 田 町 中尾　敬一 島本　克己 中村久美子 山根　　勝 山本　惠子 山本　惠子 山田　和洋
上 町 西本　　誠 湯川　忠文 野田　良子 三島　由明 中尾　恭子 宮本　光江 中尾　正二
中 町 西浦　和則 梶原　　明 高野須直子 熊田　義久 菊川　君江 盛田　幸吉 梶原　　明
下 町 木島　儀弘 田島　　裕 丹松美佐子 中井　　泉 丹松美佐子 山根　信明 前田　　毅

西 町 宮本　敏一 谷本　　剛 盛本　恭子 盛田　正明
盛田　義実

成川　恵子
谷川美穂子

成川　恵子
谷川美穂子

谷本　　剛
加島　悠司

農 人 町 戸井　史朗 中本　真琴 茗荷　恵子 松田　正義 岡本　春美
鍛治田　瞳 盛田　俊雄 圓井　節美

三 倉 盛田　敬一 盛田　恭司 － 盛田　　修 中尾キヨ子 中尾キヨ子 盛田　恭司
上 高 野 岡田　正實 松本　功一 － 杉本　一歳 厨子喜美江 杉本　和代 松本　功一
高 野 中村　友衞 杉本　昭市 － 新林貴美教 岡本　春廣 柴田　好道 中村　知代
浅 井 石田　嘉男 岡部　茂輝 岡部　栄美 垣内　　充 澤田ちあき 淺井　令子 岡部　茂輝
若 葉 団 地 岡部　時広 平口　貴一 － － 小林まり子 塩村　英一 大石　幸彦
口 屋 堂 羅 田中　悌一 小林　峰行 小林　慶子 伊井野　勲 － 小林多惠子 小林多惠子
屋 堂 羅 三島　義博 伊井野政文 伊井野愛子 伊井野　巖 小林　慶子 三島　和浩 三島　和浩
寺 所 茗荷　　威 茗荷　　威 － 茗荷　主吉 茗荷　綾子 茗荷　綾子 茗荷　　威
馬 場 藤原　賢一 藤原　祐二 － 藤原　　潔 藤原　信子 盛本　　實 藤原　博文
あかまつ団地 車井　育子 本田　敏崇 － － 瀬戸　留美 瀬戸　留美 本田　敏崇
内 町 藤原　重明 銀杏　惇志 － 山本　義紀 銀杏　和子 銀杏　和子 銀杏　惇志
赤 松 中島　　彰 中島　正人 中島　京子 大杉　政義 大坪　一代 大坪　一代 中島　　彰
来 見 野 川戸　義幸 大石　義範 大石　紀子 川戸　伸二 大石　公子 川戸　義幸 大石　義範
諸 鹿 垣谷　久雄 中尾　孝教 － 大石都志子 垣谷八重子 垣谷　久雄 森下　孝夫
香 田 淺井　　裕 淺井　真澄 小林　典子 厨子　　薫 小林　静子 小林　道子 淺井　豊治
長 砂 西尾　英明 西尾　英明 － 小林　　誠 小林てるみ 西尾　孝子 小林　　誠
湯 原 竹本　義矩 竹本　義矩 大竹　洋子 大前　健一 武田　久代 武田　久代 鎌谷　良憲
渕 見 植嶋　荘司 植田　親尚 － 山本　静枝 植嶋しのぶ 山本　兼照 植嶋　荘司
茗 荷 谷 藤原　武夫 藤原　武夫 － 藤原　武夫 藤原　武夫 藤原須磨枝 藤原　武夫

米 森岡　茂樹 山根　春幸 山根　益子 森岡　　豊 山根みゆき 森岡　　登 山根　春幸

大 炊 山根　保男 山根　由久 － 山根正太郎（大炊）
山根　保男（神直）

山根恭一(大炊)
山根佳子(神直) 山根　保男 山根　由久

岸 野 岸本　鐡治 森本　恭行 青木　真弓 森本　　榮 青木ひとみ 森本　恭行 青木　一憲
糸 白 見 山根　昌孝 岡崎　浩一 山根真祐美 藪田　正明 重森　千勢 前川　一郎 岡崎　浩一
根 安 岡﨑　哲弥 谷口伸一郎 岡﨑　敏江 田中　雄市 垣内志登子 関本　裕志 谷口伸一郎

須 澄 杉内　泰二 中嶋　博文 田中　敏子 志水　賢一
谷口　公雄 杉内　京子 杉内　泰二

川東　義典 福山　　智

岩 屋 堂 大杉　宏昭 福家　浩徳 － 中村　　潔 山根　和恵 柿ケ原良則 大谷　高文

吉 川 三百田勝利 吉田　篤史 岡田　美穂 村口　眞一 清水　由江
清水須美子

清水　由江
清水須美子 中本　辰美

栃 原 永原　忠雄 門田　雅温 坂田　久江 山本粂重郎 永原みゆき 門田　雅温 山本勘次郎
中 原 城本由紀夫 中村　雅夫 永原　春美 永原　　聡 永原真由美 永原真由美 中村　雅夫
加 地 杉浦　正美 細川　雅文 細川多恵子 杉本　長利 小椋加津子 小椋　幸男 杉田　正行

大 野 中田　　真 山岡　久男 － 西尾　晃（大野）
小林　貢（寺前）

大川壽德（大野）
小林光人（寺前）

大川壽德（大野）
小林光人（寺前） 羽淵　宏則

小 船
※久曽木 岸田　節夫 寺口　敏夫 － 木地谷真澄 清水　雅恵 寺口　敏夫 宮𦚰　　清

落 折 平家　弘之 平家　俊則 － 平家　安春 平家　　昇 平家　　昇 平家　俊則
わかさあすなろ 吉田　昌寿

平成28年4月1日現在

平成28年度　自治会役員名簿
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東
日
本
大
震
災
で
被
害
を
受
け
た

南
三
陸
町
で
の
１
年
間
の
派
遣
期
間

は
、
長
い
よ
う
で
あ
っ
と
い
う
間
で

し
た
。
当
初
は
、
町
づ
く
り
の
た
め

の
盛
土
の
高
さ
に
圧
倒
さ
れ
、
被
災

し
た
建
築
物
や
広
が
る
更
地
に
衝
撃

を
受
け
ま
し
た
。
東
北
独
特
の
方
言

が
聞
き
取
れ
ず
苦
労
し
た
と
き
も
あ

り
ま
し
た
が
、
今
で
は
い
い
思
い
出

で
す
。
復
興
に
は
ま
だ
遠
い
で
す
が
、

町
営
住
宅
や
病
院
、
道
路
の
整
備
な

ど
、
日
々
そ
の
進
捗
状
況
を
間
近
で

感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
を
皆
で

喜
ぶ
こ
と
が
で
き
て
嬉
し
か
っ
た
で

す
。
今
後
も
嵩
上
げ
工
事
や
役
場
庁

舎
の
建
設
、
商
店
街
の
整
備
な
ど
が

進
み
ま
す
。
南
三
陸
町
が
こ
れ
か
ら

ど
う
変
わ
っ
て
い
く
の
か
楽
し
み
で

す
。
ま
た
、
被
災
さ
れ
た
辛
さ
や
悲

し
さ
な
ど
は
表
に
出
さ
ず
、
陽
気
、

前
向
き
で
、
助
け
合
い
な
が
ら
生
活

さ
れ
て
い
る
人
々
の
姿
に
は
と
て
も

感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

　

復
興
に
あ
た
っ
て
は
南
三
陸
町
だ

け
で
も
、
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
、

全
国
各
地
か
ら
１
０
０
人
程
の
派
遣

職
員
が
集
ま
っ
て
い
る
ほ
か
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
や
芸
能
人
な
ど
も
応
援
に

駆
け
つ
け
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に

ま
だ
ま
だ
多
く
の
方
の
力
が
必
要
な

状
況
に
あ
り
、
３
・
11
の
被
害
を
忘

れ
る
こ
と
な
く
、
可
能
な
と
こ
ろ
で

復
興
の
お
手
伝
い
が
で
き
れ
ば
と
痛

感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
南
三
陸

町
の
自
然
や
文
化
、
人
々
に
接
し
た

こ
と
で
南
三
陸
町
の
こ
と
が
好
き
に

な
り
ま
し
た
。
早
期
に
復
興
し
、人
々

の
笑
顔
が
増
え
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

　

な
お
、
南
三
陸
町
の
応
援
は
次
の

と
お
り
募
集
し
て
い
ま
す
。

南
三
陸
町
レ
ポ
ー
ト

ふるさと創生課
山根あずさ

お問い合わせ　　南三陸応縁団事務局　８時～16時30分（水曜定休）☎0226（25）7522

　

団
員
に
な
る
と
、
南
三
陸
の
情

報
を
取
得
で
き
、
交
流
イ
ベ
ン
ト

に
優
先
的
に
参
加
で
き
る
な
ど
の

特
典
が
あ
り
ま
す
。

南
三
陸
応
縁
団

団
員
募
集
中
！

　４月１日に就任した氷ノ山振興部門の神
かみ

谷
や

朱
あか

音
ね

さんと、15日に就任した鳥獣被害対策部門の阿
あ

部
べ

宏
ひろ

美
み

さんの就任式が行われました。
　神谷さんは、鳥取環境大学在籍中から氷ノ山樹氷太鼓を通じて氷ノ山イベントに参画した経験が
あり、氷ノ山への熱い思いがきっかけとなって、このたびの就任となりました。
　若桜町では、響の森や町観光協会、町観光開発事業団と連携しながら、登山者から子どもまで幅
広い世代を対象にした「氷ノ山を満喫していただき、定期的な誘客につながる商品メニューの企画立

案」に取り組む予定です。
　阿部さんも、鳥取環境大学在籍中から氷ノ山の
夏山開きなどのイベントに参画して若桜町に縁があ
り、近年深刻になっている鳥獣被害対策に取り組ん
でもらうこととなりました。現在課題となっている
野生鳥獣の食肉（ジビエ）の安定供給や加工品の
販路拡大を目指して新たな市場開拓を推進すると
ともに、将来的には「儲かるジビエ商品開発」にチャ
レンジすることとなっています。

地域おこし協力隊　　　 就任式　

地域おこし協力
隊

　㊧神谷朱音さ
ん

　㊨阿部宏美さ
ん

！神谷さん
阿部さん
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白兎跳神
イナバスターとは…
出雲神話「因幡の白兎」
から生まれたご当地ヒーロー

　

３
月
20
日
（
日
）、
道
の
駅
若

桜
「
桜
ん
坊
」
を
会
場
に
「
若
桜

ジ
ビ
エ
フ
ェ
ス
タ
」
を
開
催
し
、

町
内
外
か
ら
多
く
の
お
客
様
に
お

越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
の
目
玉
で
あ
る
「
ス

ペ
シ
ャ
ル
ジ
ビ
エ
屋
台
」
に
は
、

鹿
ラ
ー
メ
ン
や
鹿
カ
レ
ー
な
ど
普

段
あ
ま
り
口
に
す
る
こ
と
の
な
い

ジ
ビ
エ
料
理
が
並
び
、
各
屋
台
に

は
行
列
が
で
き
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
数
量
限
定
の
鹿
の
焼
き
肉
試

食
も
大
盛
況
で
し
た
。

　

そ
の
他
に
も
大
道
芸
人
の
バ

ル
ー
ン
シ
ョ
ー
や
猟
友
会
に
よ
る

射
的
コ
ー
ナ
ー
な
ど
様
々
な
催
し

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
日
は
車
両
を
店
舗
と

し
て
物
産
等
を
販
売
す
る
「
軽
ト

ラ
市
」
も
併
催
さ
れ
、
野
菜
や
う

ど
ん
、
焼
き
そ
ば
、
パ
ン
、
プ
ラ

レ
ー
ル
と
い
っ
た
バ
ラ
エ
テ
ィ
に

富
ん
だ
出
店
が
多
く
、ジ
ビ
エ
フ
ェ

ス
タ
を
大
い
に
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

若
桜
ジ
ビ
エ
フ
ェ
ス
タ
・

軽
ト
ラ
市

若桜にぎわい
創出イベント

白兎跳神
イナバスター登場！

桜チップで燻した
香り高い
鹿スモーク
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地
方
創
生
に
向
け
た
事
業
と
し
て
、
若

桜
駅
の
Ｓ
Ｌ
へ
の
３
Ｄ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン

マ
ッ
ピ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。

　

Ｓ
Ｌ
に
若
桜
町
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
あ
る

若
鬼
く
ん
が
乗
り
込
み
、
町
内
の
四
季
を
走

り
抜
け
、
次
週
に
鳥
取
市
で
開
催
さ
れ
た
仁

風
閣
３
Ｄ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ

に
つ
な
げ
る
ス
ト
ー
リ
ー
で
す
。

　

ま
た
、
タ
イ
ア
ッ
プ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
開

催
さ
れ
た
若
桜
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
ナ
イ
ト

で
は
、
飲
食
店
舗
の
出
店
や
射
的
や
ト
ラ
ン

ポ
リ
ン
な
ど
の
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、

賑
や
か
な
夜
と
な
り
ま
し
た
。

　

若
桜
鉄
道
は
、
３
月
20
日
（
日
）
に
、
ス
ズ

キ
の
大
型
バ
イ
ク
「
隼
」
の
イ
ラ
ス
ト
を
ラ
ッ

ピ
ン
グ
し
た
列
車
の
運
行
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、「
隼
」
15
台
と
の
並
走
イ
ベ
ン
ト
や

記
念
撮
影
会
も
あ
り
、
沿
線
は
約
２
，
０
０
０

人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

Ｓ
Ｌ
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン

マ
ッ
ピ
ン
グ
を
投
影

ラ
ッ
ピ
ン
グ
列
車
運
行
開
始

日本初！
車に落書き

05



若桜町役場　職員人事異動
課長級

新 旧 氏　名
議会事務局長（併）監査委員事務局長 税務課長 谷口　国彦

会計管理者（兼）出納室長 町民福祉課参事（兼）福祉事務所長補佐（兼）ゆはら温
泉ふれあいの湯館長 下石　裕美

税務課長 産業観光課長（併）農業委員会事務局長(兼)商工観光係長 坂口　光洋
税務課参事（兼）固定資産係長 税務課長補佐（兼）固定資産係長 上川　恭子
町民福祉課課長（兼）保健センター所長（兼）包括支援
センター所長（兼）福祉事務所長（兼）ゆはら温泉ふれ
あいの湯館長（兼）福祉環境係長

町民福祉課長（兼）保健センター所長（兼）包括支援セ
ンター所長（兼）福祉事務所長（兼）福祉環境係長 藤原　祐二

産業観光課長（併）農業委員会事務局長（兼）商工観光係長 議会事務局長（併）監査委員事務局長 竹本　英樹

町土整備課長 教育委員会事務局次長（兼）給食センター所長（兼）生
涯学習係長（兼）人権同和政策室長 山口由企夫

町土整備課参事（兼）住宅水道係長 町土整備課課長補佐（兼）住宅水道係長 岩本　孝美
教育委員会事務局次長（兼）人権同和政策室長（兼）給
食センター所長 会計管理者（兼）出納室長 前田　弥生

課長補佐級
総務課課長補佐（兼）消防防災係長（併）選挙管理委員会書記 総務課総務行政係長（併）選挙管理委員会書記 中島　毅彦
総務課課長補佐（兼）総務行政係長 総務課係長（職員人材開発センター） 畷　　友美
町民福祉課課長補佐（兼）福祉事務所長補佐（兼）子育て支援係長 総務課課長補佐（兼）消防防災係長 小林　貴之
産業観光課課長補佐（兼）林業振興室長補佐 鳥取県 森　　雄一
わかさこども園副園長 わかさこども園副園長 小林　宏美

係長級
ふるさと創生課企画創生係長 ふるさと創生課主任 岡崎　晋相
町民福祉課副主幹（兼）福祉事務所副主幹 町民福祉課子育て支援係長（兼）福祉事務所副主幹 川戸　康之
わかさこども園主幹保育教諭 わかさこども園主任保育教諭 矢部　容子
わかさこども園主幹保育教諭 わかさこども園主任保育教諭 山本　　忍
教育委員会事務局生涯学習係長 ふるさと創生課企画創生係長 岡本　寛将
学校給食センター現業副主幹 学校給食センター現業主任 嶋本ゆかり

主任級
町民福祉課主任 教育委員会事務局主任 君野久美子

主事級
総務課主事（県へ派遣） 町民福祉課主事 林　　辰彦
総務課主事（併）選挙管理委員会書記 教育委員会事務局主事 河本　真志
ふるさと創生課主事 総務課主事（南三陸町） 山根あずさ
ふるさと創生課主事 産業観光課主事 山根　栄真
産業観光課主事 ふるさと創生課主事 志水　栄介
農業委員会事務局主事（併）産業観光課主事 町土整備課主事 銀杏　惇志
町民福祉課主事（新規採用） 松浦　未怜
教育委員会事務局主事（新規採用） 橋井美友貴

再任用
学校給食センター 西山真喜子

退　職（平成28年３月31日付）
町土整備課長 竹田　元重
町民福祉課主任 丹松　　一
町土整備課現業副主幹 松浦　和也
学校給食センター現業主幹 西山真喜子

若桜町役場の平成28年４月１日付
人事異動をお知らせします。
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新規採用職員を紹介します

　はじめまして。４月１日から館長として仲間に入れさせていただくことになり
ました。３月までは、小学校の教員をしていました。若桜勤務は初めてなのですが、
生まれが若桜なので、ふるさとに帰ったようで毎日楽しく通わせていただいてい
ます。初めてのことに戸惑ってばかりですが、皆様の生涯学習のお手伝いができ
ればと願っています。どうぞよろしくお願いします。

村山　洋子（生涯学習情報館　館長）

　町民福祉課に配属になりました。慣れないことばかりで不安もありますが、日々
色々なことを吸収していきたいと思います。住民の皆様と接する機会が多いので
明るく朗らかに頑張ります。よろしくお願いします。

松浦　未怜（主事）

　鳥取県からの出向で、産業観光課兼林業振興室への配属になりました。若桜
町の林業、産業の振興に貢献できるように努力していきたいと思います。よろし
くお願いいたします。

森　雄一（課長補佐兼室長補佐）

　４月から新規採用で教育委員会事務局に配属になりました。町内で見かけまし
たらお気軽に声をおかけください。
　精一杯お仕事を頑張っていきます。よろしくお願いいたします。

橋井　美友貴（主事）

　４月１日から総務課に勤務することになりました。
　近年、数多く発生している地震や豪雨などの自然災害に対応するために、防災
ひとづくり、まちづくりが重要です。
　町民一人ひとりの防災意識が向上することにより、近隣住民との助け合いが生
まれ、地域全体の自律や連帯意識の活性化に繋がると思います。安心安全のまち
づくりのために、微力ながら奮励努力しますのでよろしくお願いいたします。

谷口　伸一郎（消防防災専門員）
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まちのわだい

若桜町消防出初式
　若桜町消防出初式が若桜町ふれあい広場で若桜町消防団員及び
関係者約80人が参加し盛大に開催されました。
　式典では、辞令交付、表彰状・感謝状の贈呈をはじめ、退団さ
れた山根勝前消防団長に消防庁長官表彰　永年勤続功労章の伝達
がありました。
　消防団員の服装点検・車輌点検の後、消防車での町内防火パレー
ド、旧森林組合前の土手での一斉放水を行い、関係者一同がこの１
年火災のないことを願いました。
　永年にわたり消防活動にご尽力いただきました皆様、新しく消
防団に入団されました団員の皆様、各受彰者は、次のとおりです。
� （敬称略）

4/3
日

▲山根前団長に消防庁長官表彰伝達

▲消防ポンプ車点検

▲消防団員への辞令交付

▲消防ポンプ車による一斉放水

○退団者
　団　　長　　　　　　山根　　勝
　第３分団　副分団長　柿ケ原良則
　　 〃 　　団　　員　川口　恭司

○入団者
　第１分団　団　　員　津崎　聖基
　第３分団　　 〃 　　津村　幸君
　　 〃 　　　 〃 　　片山　公貴
　第４分団　　 〃 　　森岡　　剛

○昇　任
　団　　長　　　　　　谷川　充弘
　副 団 長　　　　　　島本　克己
　第１分団　分 団 長　岡山　直樹
　　　　　　副分団長　岩見　　勉
　　　　　　警備班長　小嶋　一成
　　　　　　消火班長　柿田　和弘
　第３分団　副分団長　谷口　国彦
　　　　　　警備班長　瀬戸　光司
　第４分団　　 〃 　　岩見　　聡
　　　　　　消火班長　中嶋　　功

○町長表彰
　勤続章（勤続10年）
　　第１分団　野田　忠則
　　第３分団　杉田　健作
　　　 〃 　　瀬戸　光司
　　　 〃 　　田中　有悟
　　　 〃 　　杉田　友和
　　　 〃 　　清水　真由
　　第４分団　山本　賢一

○鳥取県知事表彰伝達
　功労章（勤続20年）谷本　　剛

○消防庁長官表彰伝達
　永年勤続功労章　　山根　　勝

○感謝状の贈呈
　感 謝 状　　　　　山根　　勝
　　　　　　　　　　柿ケ原良則
　　　　　　　　　　川口　恭司

○鳥取県東部地区消防協会長
　表彰伝達
　勤続章（勤続15年）
　　第３分団　川口　恭司
　　第４分団　太田　昌祐

　功労章（勤続17年）
　　第３分団　柿ケ原良則
　　第４分団　中嶋　　功

○鳥取県消防協会長表彰伝達
　勤続章（勤続20年）
　　第１分団　島本　克己
　　第３分団　谷口　国彦
　　第４分団　岩見　　聡

　功績章（勤続20年分団長）
　　第１分団　  島本　克己
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因州若桜さくら祭り

３町友好交流協定を締結
〜鳥取県若桜町、福井県若狭町、兵庫県多可町〜

　桜の花びらが春風に舞う穏やかな天候の中、若桜駅周辺で「因
州若桜さくら祭り」が開催されました。
　「妖怪ウォッチ」のキャラクターショーや若桜氷ノ山樹氷太鼓の
会の演奏、歌謡ショー、○×クイズが行われ、会場を盛り上げま
した。また、ジビエを始め団子やそばなどの飲食店も出店し、行
列ができる店舗もあるなど来場者は地元グルメを楽しんでいまし
た。駅構内では、SLトロッコ車両の乗車体験や射的などが行われ
ており、大きな笑い声や歓声が上がっていました
　県内外から親子連れが数多く訪れ、とても賑わった一日でした。

　若桜町と福井県若狭町、兵庫県多可町が、多可町役場で３町友
好交流協定を締結しました。
　今後は、観光や文化、教育、防災など幅広い分野における交流
を通じて、更なる発展とお互いの理解や連携を深めていくために
様々な事業を行っていきます。
　早速５月からは、道の駅桜ん坊に３町交流コーナーを設け、福
井県若狭町と兵庫県多可町の特産品が販売されます。

4/10
日

4/13
水

▲ステージショーに見入る人々

▲友好交流を誓ってがっちり握手

若桜学園入学式　ご入学おめでとうございます！
　開校５年目を迎えた若桜学園の入学式が、さくらホールで行わ
れました。満開の桜に祝福され、１年生11名が保護者に手を引か
れながら学園の門をくぐりました。
　入学式では、吹奏楽部の演奏と温かい拍手に迎えられ、前期ブ
ロックの最高学年となる４年生と手をつないで入場しました。新
入生は、名前を呼ばれると一人ずつ元気よく返事をし、校長先生
の話にもしっかりと耳を傾けていました。
　また、生徒代表の宮本翔大さんから、早く学校に慣れるためにも、
探検して新しいことをたくさん見つけてほしい。また、「相手を思
いやる心を持つこと」「先生の話をしっかりと聞くこと」の２点を
９年間守ってほしいと温かい歓迎の言葉が送られ、どの子も若桜
学園に入学した喜びと、これからの学校生活への期待を一層膨ら
ませ、目を輝かせていました。
　入学式を終え、今年度の若桜学園の全校児童生徒は、昨年より
12名減り、146名となりましたが、若桜町の ｢宝｣ である子ども
たちを地域全体で支えていきましょう。

4/8
金

▲歓迎のことばを述べる宮本さん

▲温かい拍手に送られ退場する１年生
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ご寄付いただいた皆さまに厚く御礼申し上げます
　平成20年４月に ｢若桜町ふるさと応援寄付条例｣を制定して以来、多くの皆さまのご寄付をいただいております。
お寄せいただいた寄付金は、魅力あるまちづくりのための財源として活用させていただいています。
　今後とも、ふるさと納税制度をご活用いただき、ふるさと若桜町を応援していただきますようお願いいたします。

１．平成27年度　ふるさと応援事業寄付金実績

※一口　5,000円
※�寄付者は上記の事業から寄付金の使
途を選択できます。

金　　額／21,425,000円
寄付件数／1,867件

【選択事業ごとの寄付状況】� （単位：円）
項　　目 口　数 寄付金額

豊かな自然環境の保全及び活用に関する事業 1,554 7,770,000
まち並の美化、環境形成等に係る事業 274 1,370,000
特色あるまちづくりに関する事業 374 1,870,000
事業指定しない 2,083 10,415,000
合　　　計 4,285 21,425,000 

３．ふるさと納税寄付金の活用状況
　皆さまからいただいたご寄付は、若
桜町ふるさと応援基金に積み立て、翌
年度以降の事業に活用させていただい
ております。
　平成26年度は29,450,000円のご寄
付をいただきました。そのうち平成
27年度は、17,663,157円使わせてい
ただきました。
　残額は、基金に積み立てております。

※紙面の都合上、事業費が100万円以上の事業のみ掲載しております。

� （単位：円）

主な事業名 事業総額（予算） ふるさと納税
因州若桜さくら祭り 1,800,000 1,779,332 
民工芸館庭園整備事業 1,500,000 1,500,000 
因州若桜鬼っこまつり 2,400,000 2,326,627 
三百田氏住宅改修事業 2,811,000 1,772,000 
西日本雪合戦大会 1,170,000 985,000 
コンバイン購入助成事業 5,000,000 4,400,000 
若桜清流まつり 1,260,000 1,260,000 

平成27年度は下記の事業等に活用させていただきました

２．ご寄付をいただいた方

※紙面の都合上、３万円以上ご寄付いただき、氏名公表の同意をいただいた方のみ掲載しております。
※なお掲載順はお申込順となっています。

栗本　　肇様 50,000 竹本　　靖様 60,000 坪井　正広様 30,000 
木村　俊治様 500,000 山崎　　聡様 30,000 横井　裕一様 30,000 
岡﨑　靖典様 30,000 鈴木　　修様 30,000 山口　剛史様 30,000 
髙良　真一様 30,000 川戸　輝彦様 30,000 小寺　敬子様 30,000 
岡本　泰典様 30,000 森岡　達雄様 100,000 児玉　　裕様 30,000 
木島　達彦様 800,000 林　　雅彦様 30,000 山根賀代子様 30,000 
木島　直彦様 100,000 清水　英敦様 30,000 清水聡一郎様 30,000 
竹本　　實様 30,000 山本　隆史様 30,000 

【上記の方以外にもたくさんの方からご寄付をいただきました。ご協力ありがとうございました。】
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農業委員会からの
お知らせ

　農地を農業以外の目的に使用することを農地転用といいます。農地を住宅や倉庫などの敷地にしたり、
駐車場や墓地、植林などの用地にしたりする行為も農地転用に当たります。
　また、一時的な資材置き場や仮設事務所、砂利採取などの目的に使用することも農地転用に含まれます。
　これらの転用行為をするには、農地法の規定に基づき許可が必要となります。
　農地転用の手続きには、次の２つのケースがあります。

　許可無く農地の転用をした場合、３年以下の懲役又
は300万円以下の罰金刑の適用があります。また、違
法転用者に対し、許可の取り消しまたは工事その他の
行為の停止、原状回復等の違法是正のための措置を命
じられることがあります。
　なお、各許可等の申請の締め切りは毎月25日で、翌
月の10日前後に開催されます委員会で審議します。

転用のケース 申請者
農家が自分の所有する農地を転用する場合（農地法４条） 農地の所有者
事業者などが農地を買ったり借りたりして転用する場合（農地法５条）売り主と買い主（土地所有者と転用事業者）

４月13日に
農業委員会を開催しました。
審議事項

・利用権設定� ２件
・農地法第３条の規定による
　　　　　　　　　許可申請書� １件

シカ､イノシシの被害防止柵の資材費を助成します

お問い合わせ　　役場産業観光課　☎（82）2238　IP☎9（82）2238

対　象
電気柵、ワイヤーメッシュ、金網、ネット、
支柱（樹脂、金属）

補助率
対象事業費の６分の５
 対象とならないもの
・針金、ひも等の結束材料
・対象事業費が１万円以下の場合

　必ず､ 事前に農業推進連絡員さんを通
して申請してください。（申請前に、購入、
設置されたものは補助出来ません。） ▲電気柵

　電気柵には、「感
電注意」、「危険」
などの表示を見や
すい位置に設置
し、適切な管理を
お願いします。

電気柵の安全対策
「危険」等の表示義務

について農 地 転 用

お問い合わせ　　農業委員会事務局　☎(82)2239　IP☎9(82)2239
　　　　　　　　役場産業観光課　　☎(82)2238　IP☎9(82)2238
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町
民
福
祉
課
に
配
属
し
ま
し
た
。
２
人

と
も
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
２
人
を
見
て
い
る
と
、
と
て
も
新
鮮

味
を
感
じ
ま
す
。
期
待
し
て
お
り
ま
す
！

　

ま
た
、
県
か
ら
４
人
目
の
職
員
派
遣

の
方
が
１
名
産
業
観
光
課
に
来
ら
れ
ま

し
た
。
技
術
職
員
と
し
て
、
主
に
林
道

建
設
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

年
度
始
め
の
各
種
会
議

挨
拶
の
中
で
思
い
を
話
す

　

４
月
は
各
種
の
会
議
を
し
て
、
一
年
間

の
行
政
の
施
策
を
説
明
し
ま
す
が
、
４

月
16
日
に
は
、
自
治
会
長
会
議
、
若
桜

鉄
道
協
力
会
の
総
会
、
納
税
組
合
長
会

議
、
公
民
館
長
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
17
日
は
若
桜
町
保
健
委
員
会
、

環
境
衛
生
委
員
会
も
あ
り
ま
し
た
。

　

自
治
会
長
会
で
は
、
民
生
委
員
の
改

選
期
で
あ
る
が
、「
な
ぜ
自
治
会
が
推
薦

す
る
の
か
」、「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
新
し
い

記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
」、「
老
人
ク

ラ
ブ
の
補
助
金
の
交
付
基
準
を
説
明
し

て
ほ
し
い
」、「
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
の
計
量

器
を
大
き
な
も
の
に
し
て
ほ
し
い
」、「
三

倉
川
の
河
川
の
工
事
を
し
て
い
る
が
、
河

床
が
上
が
る
よ
う
だ
が
ど
う
な
っ
て
い

職
員
退
職

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　　

３
月
31
日
に
は
、
私
達
と
一
緒
に
長
い

間
仕
事
を
し
て
お
り
ま
し
た
職
員
４
名

が
退
職
し
ま
し
た
。
一
つ
屋
根
の
下
で
喜

び
も
苦
し
み
も
共
に
し
て
き
た
職
員
で

あ
り
、
い
ざ
別
れ
る
と
い
う
こ
と
は
心
に

込
み
上
げ
て
く
る
も
の
が
ご
ざ
い
ま
す
。

４
名
の
皆
さ
ん
に
は
一
生
懸
命
公
務
員
と

し
て
町
民
の
皆
様
の
た
め
に
働
い
て
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
退

職
後
も
町
民
と
し
て
の
ご
指
導
を
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
翌
日
４
月
１
日
に
は
新
人
２

名
が
採
用
さ
れ
、
若
桜
町
職
員
と
し
て

入
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
２
人
と
も
女
性

で
あ
り
ま
す
。
教
育
委
員
会
事
務
局
と

「
桜
を
見
る
会
」
に
招
待
を

受
け
る

　

４
月
９
日
に
東
京
の
新
宿
御
苑
で
総

理
大
臣
主
催
の
「
桜
を
見
る
会
」
が
主

催
さ
れ
、
約
１
５
，
０
０
０
人
の
方
が
全

国
か
ら
招
待
さ
れ
ま
し
た
。

　

私
も
招
待
を
受
け
、
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

新
宿
御
苑
は
、
皇
室
所
有
の
庭
園
で

あ
り
、
普
段
は
一
般
の
方
も
入
っ
て
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
は
散

り
か
け
て
お
り
ま
し
た
が
、
八
重
の
ボ
タ

ン
桜
は
見
頃
で
し
た
。

　

総
理
大
臣
は
、
皆
さ
ん
が
並
ん
で
い

る
中
で
一
人
ひ
と
り
に
握
手
さ
れ
て
お

り
、
大
変
混
雑
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

私
も
前
列

に
お
り
ま

し
た
の
で
、

握
手
を
さ

せ
て
い
た

だ
き
ま
し

た
。
二
度

と
な
い
経

験
を
し
ま

し
た
。

る
の
か
」、

「
若
桜
学

園
の
不
登

校
の
状
況

を
知
り
た

い
」、「
商

工
会
の
プ

レ
ミ
ア
ム

商
品
券
は

完
売
が
早

く
工
夫
し

て
ほ
し
い
」、「
若
桜
鉄
道
協
力
会
で
は
Ｓ

Ｌ
を
走
ら
せ
る
と
い
う
こ
と
だ
が
そ
の
後

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
」と
い
う
よ
う
な
、

様
々
な
意
見
が
出
ま
し
た
。

　

私
の
方
か
ら
は
、
年
々
厳
し
さ
を
増

す
町
の
財
政
運
営
、
国
道
４
８
２
号
や

県
道
の
若
桜
下
三
河
線
（
岩
屋
堂
バ
イ

パ
ス
）
の
改
良
状
況
、
移
住
定
住
で
子

ど
も
達
が
増
え
て
い
る
状
況
、
地
方
創

生
総
合
戦
略
計
画
、
行
財
政
改
革
、
若

桜
鉄
道
は
な
ぜ
多
く
の
経
費
が
か
か
っ

て
も
運
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、

鹿
の
駆
除
と
そ
の
後
の
処
理
、
町
民
の

健
康
づ
く
り
等
に
つ
い
て
挨
拶
の
中
で

町
づ
く
り
の
思
い
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
各
役
員
の
皆
さ
ん
は
今
年
一

年
間
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
す
。

町長室

「発」
町長
小林昌司
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どの子も 我家の子
家庭・地域教育シリーズ vol.112

　

若
桜
町
子
育
て
総
合
ビ
ジ
ョ
ン
実
行
委
員

会
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
の
指
針
と
し
て
、

発
達
段
階
に
応
じ
て
意
識
し
て
ほ
し
い
「
子
ど

も
像
」
を
配
列
し
た
「
わ
か
さ
っ
子　

子
育
て

『
愛
』
プ
ラ
ン
」
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
の
「
親
の
か
か
わ
り
」
と
し
て
次
の

よ
う
に
ま
と
め
て
い
ま
す
。

　

保
護
者
が
、
子
ど
も
と
し
っ
か
り
と
関
わ
る

こ
と
で
、
よ
り
よ
い
成
長
が
促
さ
れ
ま
す
。

女性活躍推進法
について

　

昨
年
８
月
に
「
女
性
の
職
業
生

活
に
お
け
る
活
躍
の
推
進
に
関
す

る
法
律
（
通
称
：
女
性
活
躍
推
進

法
）」
が
、国
会
で
成
立
し
ま
し
た
。

　

こ
の
法
律
は
、
男
女
共
同
参
画

社
会
基
本
法
の
基
本
理
念
に
の
っ

と
っ
た
実
施
法
と
し
て
位
置
づ
け

ら
れ
、
女
性
の
職
業
生
活
に
目
的

を
限
定
し
た
も
の
に
な
り
ま
す
。

　

男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
の
策

定
や
各
種
取
り
組
み
を
進
め
て
も

な
お
、
女
性
の
力
が
い
ま
だ
潜
在

化
し
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
、
女

性
の
職
業
生
活
に
お
け
る
活
躍
を

迅
速
か
つ
重
点
的
に
推
進
す
る
た

め
、
女
性
の
活
躍
の
場
の
提
供
主

体
で
あ
る
事
業
主
に
対
し
、
女
性

の
活
躍
に
関
す
る
状
況
の
把
握
・

課
題
分
析
・
行
動
計
画
策
定
、
情

報
公
表
を
義
務
づ
け
る
こ
と
な
ど

に
よ
り
、
実
効
性
を
高
め
、
男
女

の
実
質
的
な
機
会
の
均
等
を
目
指

す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
法
律
に
よ
り
、
常
時
雇
用

す
る
労
働
者
が
３
０
１
人
以
上
の

民
間
事
業
主
、
国
及
び
地
方
公
共

団
体
に
お
い
て
は
、
女
性
の
活
躍

状
況
を
把
握
、
改
善
す
べ
き
事
情

を
分
析
し
、
取
り
組
み
内
容
な
ど

を
踏
ま
え
た「
事
業
主
行
動
計
画
」

を
策
定
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
自
ら
の
意
思
に
よ
っ
て

職
業
生
活
を
営
み
、
又
は
営
も
う

と
す
る
女
性
の
個
性
と
能
力
が
十

分
に
発
揮
さ
れ
、
女
性
の
職
業
生

活
に
お
け
る
活
躍
を
推
進
し
、
豊

か
で
活
力
あ
る
社
会
の
実
現
を
図

り
ま
す
。

27

●
乳
児
期

童
心
を
育
む

積
極
的
に

・
ス
キ
ン
シ
ッ
プ

・
語
り
か
け

家
族
い
っ
し
ょ
に
協
力
し
て

●
幼
児
期
前
期
（
１
～
３
歳
ご
ろ
）

基
本
的
生
活
訓
練
を
開
始
し
て

お
お
ら
か
に
、
の
び
の
び
と

・�

食
事
や
排
泄
訓
練

・�

遊
び
の
経
験
を
豊
か
に

生
活
リ
ズ
ム
（
早
寝
早
起
き
）

を
身
に
つ
け
さ
せ
る

●
幼
児
期
後
期

�

（
３
歳
～
６
歳
ご
ろ
）

自
我
の
芽
生
え
を
大
切
に
し
て

親
が
モ
デ
ル
に

・�

あ
い
さ
つ
、
お
礼
の
言
葉
、

食
事
の
マ
ナ
ー

ル
ー
ル
を
認
識
さ
せ
る

善
悪
の
規
準
を
教
え
る

思
い
や
り
の
気
持
ち
を
育
む

●
１
年
生
～
５
，
６
年
生
ご
ろ

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た　
　
　

　
　

成
長
を
大
切
に
し
て

積
極
的
に
集
団
活
動
に
参
加
で

き
る
よ
う
に

・�

家
族
の
中
で
、
学
校
で
、
地

域
で

知
・
徳
・
体
の
バ
ラ
ン
ス
の
取

れ
た
家
庭
教
育

集
団
を
愛
す
る
気
持
ち
を
育
む

●
５
，
６
年
生
～
９
年
生
ご
ろ

自
立
へ
の
準
備
を
意
識
し
て

自
己
肯
定
感
を
抱
け
る
よ
う
に

・�

考
え
方
を
確
か
め
、
ア
ド
バ

イ
ス
を

義
務
と
責
任
を
果
た
す
大
切
さ

を
理
解
さ
せ
る
生
き
る
喜
び
を

伝
え
る

【
親
の
か
か
わ
り 

】
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こ
の
度
鳥
取
県
観
光
事
業
団
の
定
期
異

動
に
て
「
響
の
森
」
館
長
と
し
て
着
任
い

た
し
ま
し
た
米
田
と
申
し
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

今
ま
で
各
施
設
を
転
々
と
異
動
し
て
き

ま
し
た
が
、
こ
の
響
の
森
は
初
め
て
経
験

す
る
施
設
で
す
。
鳥
取
県
で
２
番
目
に
高

い
氷
ノ
山
の
素
晴
ら
し
さ
を
県
内
外
へ
ど

う
伝
え
て
い
く
か
ス
タ
ッ
フ
一
丸
と
な
っ
て

取
り
組
ん
で
い
こ
う
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
響
の
森
で
も

イ
ベ
ン
ト
「
新
緑
祭
」
を
開
催
し
ま
す
。

木
製
の
滑
り
台
や
ト
ン
ネ
ル
な
ど
が
あ
る

「
木
育
遊
園
地
」、
若
桜
名
物
「
お
や
き
を

作
ろ
う
」、
棚
田
で
泥
ま
み
れ
「
ど
ろ
ん
こ

運
動
会
」
な
ど
た
く
さ
ん
の
メ
ニ
ュ
ー
を
ご

用
意
し
て
皆
様
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
こ
う

と
思
い
ま
す
。
是
非
町
民
の
皆
様
の
ご
来

館
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
私
事
で
す
が
、
実
は
私
の
母
は

若
桜
町
岸
野
の
出
身
で
す
。
幼
い
と
き
実

家
の
田
植
え
、
稲
刈
り
も
手
伝
い
ま
し
た
。

今
回
の
内
示
を
受
け
た
と
き
「
こ
れ
も
何

か
の
縁
か
な
」
と
感
じ
た
次
第
で
す
。
何

と
か
若
桜
町
の
発
展
に
貢
献
で
き
れ
ば
と

考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ス
タ
ッ

フ
一
同
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

氷
ノ
山
自
然
ふ
れ
あ
い
館　

響
の
森

�

館
長　

米
田　

眞
宜

�
「 
着
任
の
ご
挨
拶 

」

氷
ノ
山
か
ら

▲ＧＷは木育遊園地を開催！（4月29日〜5月8日）

温 水プールわかさ だより ☎＆
（82）２３０６ＮＯ.125

２０１６ 5月号

【営業日】 水・木・土・日曜日／10 時 30 分～18 時 30 分　月・金曜日／12時～20 時 【休館日】 毎週火曜日

各教室募集

若桜学園　春休みスイミングスクールを３月29
日・３0日・31日の３日間実施いたしました。参加
人数は３日間で約60人でした。子どもたちは、頑
張っていました。

●スイミング （小・中学生）
　週１回　月３回～　￥2,600 （１ヶ月）
　週２回　月６回～　￥3,500 （１ヶ月）
　週３回　月９回～　￥4,400 （１ヶ月）
　週４回　月12回～　￥6,000 （１ヶ月）

●ウォーキング
　月８回　￥1,300 （１ヶ月）
●シルバーウォーキング
　月４回　￥1,100 （１ヶ月）

●ヨガ教室
　月３回　￥3,300 （１ヶ月）

年間申し込みですと、
１か月分おとくですヨ！！
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消費生活相談窓口だより

くらしの悩み
解決相談所

高額な学習教材　契約は慎重に！

　学習教材の電話勧誘を受け、業者に自宅へ説明に来てもらいました。定期テストの点数が確実に上が
る、高校受験にも対応している、ファックスで添削指導もしているなどと言われ、本人も希望したので、
70万円と高額でしたが３年間分の教材を契約しました。
　ところが、実際に始めてみると、教材が分かりにくい、ファックスの返事も来ないなどと言って、子ど
もは次第に興味を示さなくなってしまいました。
　教材はほとんど使用していません。解約することはできないでしょうか。

相　談　事　例

◆契約日を含めて８日間以内の場合
・�訪問販売の場合、契約日を含めて8日間はクーリン
グオフして無条件に解約することができます。

◆契約日を含めて８日間を過ぎている場合
・�消費者の一方的な理由で解約はできません。この
場合、話し合いで解決するしかなく、多額の解約
料がかかったり、解約できないケースもあります。
・�ただし、「家庭教師の派遣サービス」と「学習教材」
がセットになっている場合、中途解約が認められる
ケースもあります。

・�学習内容が本人に合っているかは実際に
使用してみないとわかりません。一度に大
量で高額な契約を結ぶのは避けましょう。
・�説明を受け勧誘を迫られても、その場で契
約せず、慎重に検討しましょう。契約書を
よく読み、解約などの条件をよく確認する
ことも大切です。
・�解約などでお困りの時は、消費生活相談窓
口までご相談ください。

トラブルが起きた時には
どうしたら？

トラブルを防止するためには
どうしたら？

【５月の消費生活相談】
【と　き】�５月10日(火)、17日(火)、24日(火)
　　　　 31日(火)、９時〜16時
【ところ】地域福祉センター　ドリーミー
【電　話】☎(71)0822　　IP☎9(71)0822

【５月の法律相談】
【と　き】５月10日（火）13時30分～16時
　　　　 ※要予約
【ところ】地域福祉センター　ドリーミー
【電　話】☎(82)0254　　IP☎9(82)0254
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参加してみませんか！！
　今年度も、公民館では盛りだくさんの講座を計画しています。みなさんが誘い合ってどんどんご参加ください。
開催期日や内容については随時チラシ等でお知らせします。

【若桜町公民館】

事業名 対　象 開催時期 備　考

若桜氷ノ山寿大学 高齢者 毎月１回 交通安全・人権など

ナティキッズクラブ 若桜学園１〜６年生 年４回 参加型体験学習など

家庭教育学級 若桜学園１〜６年生、
園児、保護者等 年６回 七夕、クリスマス会など

元気が出る村づくり講座 町　民 年２回 地域おこし活動の活性化を図る

物づくり体験講座 町　民 年12回 いやし地蔵、革細工など

公民館出前講演会 集落単位 集落の要望により 希望される公民館に講師を派遣する

その他 町　民 町民文化祭、コンサート、
パソコン教室

【池田分館】

事業名 対　象 開催時期 備　考

池田分館寿大学 中・高齢者 年５回

高齢者健康学習会 高齢者 年１回

ふれあい作品展 町　民 ３月

「こんな講座がしてほしい」などのご要望がありましたら公民館までお知らせください。

『いやし地蔵』つくり 体験会のお知らせ
素朴で優しい気持ちになれる『いやし地蔵』つくり体験会を行います。
若桜町在住の川上　巧さんにご指導いただきます。

　日　時　　平成28年５月28日（土）　10時～ 12時

※詳細については５月号広報のチラシをご覧ください

公民館ひろば
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若
桜
町
公
民
館
サ
ー
ク
ル
の
『
フ
ォ
ー

ク
ソ
ン
グ
を
楽
し
む
会
』
は
、「
演
奏
を

楽
し
む
」、「
歌
っ
て
み
た
い
」、「
聞
い
て

楽
し
む
」
な
ど
様
々
な
思
い
で
フ
ォ
ー
ク

ソ
ン
グ
を
楽
し
み
た
い
人
が
集
ま
っ
て
活

動
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
よ
り
初
心
者
を
対
象
に
ア
コ
ー

ス
テ
ィ
ッ
ク
ギ
タ
ー
の
練
習
日
を
設
け
ま

し
た
。

　

１
９
６
０
年
代
～
70
年
代
に
流
行
し
た

「
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
」
を
通
し
て
輝
い
て
い

た
あ
の
頃
を
思
い
だ
し
団
塊
の
世
代
と
若

者
と
の
世
代
間
交
流
が
で
き
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

　

は
じ
め
て
ギ
タ
ー
を
持
つ
人
、
タ
ン
ス

の
奥
に
眠
っ
た
ま
ま
の
ギ
タ
ー
を
引
っ
張

り
出
し
て
「
あ
の
頃
に
戻
っ
て
み
よ
う
！
」

そ
ん
な
方
の
入
会
も
大
歓
迎
で
す
。

　

興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
練
習
風
景
を
覗

い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

郷
土
文
芸   　
　
　
　
（
敬
称
略
）

 
川　

柳　
（
さ
く
ら
吟
社
）

 
俳　

句　
（
鶴
尾
句
会
）

ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
こ
こ
と
ば
や
さ
し
く
な
り
に
け
り�

山
本　

小
品

早
春
の
空
を
広
げ
る
児
等
の
声�

田
島　

富
子

新
築
の
木
の
香
の
満
ち
る
春
の
宿�

山
根　

里
江

卒
業
子
頭
髪
清
し
一
礼
す�

福
田　

瓔
子

片
付
け
は
今
が
好
機
か
春
う
ら
ら�

茗
荷　

恵
子

美
人
の
音
痴
天
は
二
物
を
与
え
な
い�

車
井　

信
恵

長
話
き
っ
と
寂
し
い
人
だ
ろ
う�

門
村　

千
代

春
の
陽
が
心
の
塵
を
あ
ぶ
り
だ
す�

山
本　

延
子

落
ち
椿
に
案
内
さ
れ
て
天
守
閣�

中
田　

房
江

ス
ニ
ー
カ
ー
新
し
く
し
て
春
を
待
つ�

永
原　

昌
鼓

雨
の
中
色
と
り
ど
り
の
傘
の
花�

谷
口　

史
子

マ
イ
ナ
ス
金
利
百
万
の
金
タ
ン
ス
で
す�

茗
荷　

き
み

貧
し
さ
を
良
く
生
き
抜
い
た
昭
和
の
日�

福
田　

瓔
子

生
き
生
き
と
過
ご
し
た
い
な
あ
米
寿
ま
で�

君
野　

和
子

笑
う
た
び
生
命
線
が
伸
び
て
ゆ
く�

倉
益　
一
瑤

生
返
事
ば
っ
か
り
私
恋
し
て
る�

田
中　

天
翔

通
院
で
い
ろ
ん
な
人
の
知
識
知
る�

西
谷　

幸
子

還
付
金
振
り
込
み
ま
す
と
詐
欺
の
声�

矢
部　

節
子

今
日
も
ま
た
生
き
た
証
し
の
日
記
書
く�

土
岐　

昌
子

ぎ
り
ぎ
り
の
暮
ら
し
を
つ
な
ぐ
低
金
利�

山
本　

欣
和

弁
当
に
妻
の
こ
こ
ろ
が
見
え
隠
れ�

藤
原　
一
也

兵
隊
に
や
る
子
一
人
も
産
ん
で
な
い�

両
川　

洋
々

オ
レ
オ
レ
の
詐
欺
師
役
者
に
な
り
な
さ
い�

両
川　

無
限

年
金
も
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
が
し
て
欲
し
い�

竹
口　

清
信

生
き
て
い
る
証
し
に
嘘
を
つ
い
て
み
る�

岡
崎　

彰
夫

悩
ん
で
る
う
ち
に
人
生
終
わ
り
そ
う�

藤
原　

鬼
桜

▲若桜町民文化祭に出演

▪ 
サ
ー
ク
ル
会
員
募
集
！

　
　

～
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ギ
タ
ー
を

�

始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？
～

初心者コース
 練 習 日　  毎月第１・第３木曜日

 時　　間　  午後７時〜８時30分

 場　　所　  若桜町公民館集会室

 募集対象者　  子どもから大人まで
　　　　　  どなたでもOK

お問い合わせ　　若桜町公民館　☎(82)1584　IP☎9(82)1584
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ほんのひろばだよりほんのひろばだより 2016.5
№140
2016.5
№140

【開館時間】 10時～18時

利用者カードの申し込み（無料）で、どなたでもご利用いただけます。
【休館日】毎週月曜日・祝日・毎月最終木曜日・年末年始
【貸出冊数と期間】1人５冊まで、２週間

わかさ生涯学習情報館   ☎(82)6860  IP9(82)6860  　(82)6861
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文　学 そ　の　他
・立場茶屋おりきシリーズ 今井　絵美子 ・すごい家事 松橋　周太呂

・あきない世傳金と銀 高田　郁 ・絵本はこころの架け橋　　２ 岡田　達信

・小籐次青春抄 佐伯　泰英 ・幸せになる勇気　　 岸見　一郎

・風の市兵衛シリーズ 辻堂　魁 ヤングアダルト
・鼠、地獄を巡る 赤川　次郎 ・ｏｒａｎｇｅ　　３ 高野　苺

・あさが来た　　下 古川　智映子 児　童　書
・すしそばてんぷら 藤野　千夜 ・魔女学校物語 石崎　洋司

・まく子 西　加奈子 ・3.11が教えてくれた防災の本 かもがわ出版

・アンと青春 坂木　司 絵　本
・臥龍 今野　敏 ・せかいのはてのむこうがわ たなか　やすひろ

・寝台特急に殺意をのせて 西村　京太郎 ・タンポポの金メダル 山本　早苗

・１１２日間のママ 清水　健 郷　土
・マリコ、炎上 林　真理子 ・若桜の歴史のひとこま 宮本　義雄

★この他にもたくさん入ってきていますので、当館新刊コーナーをご覧ください。 

新　着　図　書
2016.3.31まで

テーマ
「韓国のレストラン」

皆さん、アンニョンハシムニカ！（こんにちは！）役場ふるさと創生課の陳淑子です。
今回は「韓国のレストラン」でのフレーズをご紹介します。

第15回

アンニヨンハセヨ.　 イェヤッケ　ドゥン　タナカイムニダ.

こんばんは。予約してある田中です。 注文をお願いします。

チュムヌル　　 プタッカムニダ.

※①の小さい「ム」は、口を閉じて発音します。　　　※②の「ン」は舌の先を少し噛んで発音します。

メニュ　　チュセヨ.

メニューを下さい。

イゴン　　　  ファギンソイムニダ.

これが　確認書です。

５人分下さい。

オインブン　　 チュセヨ.

① ①

② ②

町報４月号掲載

第14回内の　　  について訂正します。
誤

イゴシ　　　  ファギンソイムニダ.正
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ふれあい交流
センターだより

【記事に関するお問い合わせ】 ☎＆　（82）1602　IP☎9(82)1602
　 kouryuu_center@town.wakasa.tottori.jpふれあい交流センター

今月の言葉 普段着で　　誰もが　　差別のない若桜

　

エ
イ
ズ
や
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
い
る
か
ど
う
か
は
検
査
を
受
け

な
け
れ
ば
分
か
り
ま
せ
ん
。
保
健
所
で
は
、
エ
イ
ズ
・
性
感
染
症
・
肝
炎

ウ
イ
ル
ス
の
検
査
が
無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

  

検
査
内
容

①
エ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
検
査

②�

性
感
染
症
検
査（
梅
毒・ク
ラ
ミ
ジ
ア
）

③
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
（
B
型
・
C
型
）

　

※�

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
は
、
過
去
に

検
査
を
受
け
た
こ
と
の
あ
る
人
、

あ
る
い
は
、
若
桜
町
特
定
健
診
・

健
康
診
査
を
受
け
る
人
は
除
く
。

  

検
査
場
所

鳥
取
保
健
所

　
（
鳥
取
県
東
部
福
祉
保
健
事
務
所
）

　
　

鳥
取
市
江
津
７
３
０

　
日
　
時

◦
毎
週
月
曜
日

　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

　

※�

前
の
週
の
金
曜
日
ま
で
に

　
　
要
予
約

　

※
エ
イ
ズ
検
査
は
匿
名

　
　
（
名
前
を
聞
き
ま
せ
ん
）

☆
特
別
検
査
日　

要
予
約

　
【
休
日
検
査
】

　

◦
平
成
28
年
６
月
４
日（
土
）

　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

　
【
夜
間
検
査
】

　

◦
平
成
28
年
６
月
６
日（
月
）

　
　

18
時
～
20
時

新
生
児
聴
覚
検
査
費
用
助
成

　

新
生
児
聴
覚
検
査
（
出
産
後
に
医
療
機
関
で
行
わ
れ
る
赤
ち
ゃ
ん
の

耳
の
き
こ
え
の
状
態
を
確
認
す
る
検
査
）
の
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

　

◦
対
象
者　
　

�

平
成
28
年
４
月
１
日
以
降
に
出
生
し
た
児

　

◦
助
成
額　
　

出
生
児
１
人
に
つ
き
１
回
、
上
限
２
０
０
０
円

　

◦
助
成
方
法　
　

�

対
象
者
に
「
新
生
児
聴
覚
検
査
受
診
票
」
を
発
行

ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
予
防
接
種
費
用
助
成

　

５
歳
ま
で
に
ほ
と
ん
ど
の
乳
幼
児
が
感
染
す
る
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
つ
い
て
、重
症
化
予
防
の
た
め
の
予
防
接
種
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

　

◦
対
象
者　

平
成
28
年
５
月
１
日
以
降
に

　
　
　
　
　
　
　
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る
児

　

◦
助
成
額　

全
額
助
成
（
無
料
）

　

◦
助
成
方
法　

��

接
種
希
望
者
に
「
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
予
防
接
種
券
」
を

発
行

お問い合わせ　　若桜町保健センター　☎(82)2214　IP☎9(82)2214

お問い合わせ　　鳥取県東部福祉保健事務所（鳥取保健所）　☎0857(22)5694

保
健
所
で

エ
イ
ズ
な
ど
の
検
査
が

�

無 

料  

で
受
け
ら
れ
ま
す

す
く
す
く
子
育
て
の
た
め
に

　
～
子
育
て
に
関
す
る
新
た
な
制
度
を

　
　
　
　
　

開
始
し
ま
し
た
～
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ふれあい交流
センターだより

【記事に関するお問い合わせ】 ☎＆　（82）1602　IP☎9(82)1602
　 kouryuu_center@town.wakasa.tottori.jpふれあい交流センター

健康づくり教室「高齢者の交通安全」

平成28年度　ふれあい交流センター行事予定

　鳥取県警より海村さんに、笑いながら意識を高め楽しく参加
できる内容で、高齢者向け交通安全指導をしていただきました。
　はじめに、日頃使っている言葉の使いわけのお話をしていただ
き、　「笑い」で心も体も元気になりました。
　その後、交通事故に遭わないためのポイントを分かりやすく説
明され、慣れた道でも、必ず安全確認をすること。夜間、ドライ
バーからは歩行者が大変見えにくいため、夜間外出の時には夜
光反射材用品等を必ず着用して、ドライバーに自分の存在をしっ
かりアピールすることなどの指導を受けました。

今月の言葉 普段着で　　誰もが　　差別のない若桜

3月18日

▲交通事故防止の指導

＊読み聞かせ教室
４月…読み聞かせ・仲間づくり
５月…読み聞かせ・ゲーム
６月…読み聞かせ・笹巻きづくり
７月…読み聞かせ・運動
８月…そうめん流し（三世代交流）
９月…読み聞かせ・作品づくり
10月…読み聞かせ・作品づくり
11月…読み聞かせ・運動
12月…読み聞かせ・クリスマス会
１月…とんど焼き（消防団と合同）
２月…読み聞かせ・紙芝居
３月…幼、小、中、保護者合同お別れ会

＊健康づくり・人づくり教室
４月…開講式（本年度事業の打ち合わせ）
５月…現地研修会
６月…笹巻きづくり
７月…しそジュース作り
８月…三世代交流会（そうめん流し）
９月…高齢者講演会
10月…軽い運動
11月…高齢者学習会
12月…伝達講習会
１月…みそづくり
２月…健康料理教室（食生活改善推進員と合同）
３月…閉講式（講演会・反省）

＊書道教室
　・５月〜10月まで10回
＊交流事業
　・若桜、郡家、岩美一泊キャンプ（８月）
　・若桜、郡家、岩美氷ノ山スキー教室（２月）
　　氷ノ山デイキャンプ（８月）

＊お菓子づくり教室　　
　・５月〜10月まで６回
＊人権啓発事業　　
　・部落解放ふれあいまつり（11月）
　・スタディツアー（８月）
　・人権問題講演会（年３回）

＊わかさこども園の先生と年３回合同で読み聞かせ教室を
　行っています。
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平成27年度　電源立地地域対策交付金事業
　「電源立地地域対策交付金」は、発電所や発電用ダムなどの発電用施設が所在する自治体に対し
て国から支給されるもので、公共用施設整備、福祉、教育や地域活性化事業など幅広い分野を対象
としています。

事業名 内　容 数量 事業総額 充当額

体育館ＬＥＤ
照明交換事業

消費電力の削減や照明の交換回数を
減らすことで経済効果と自然環境への
負荷の低減を目指すため、氷ノ山高原
の宿氷太くんの体育館照明のLED化を
行いました。

40個 3,581,280円 3,300,000円

八幡広場備品
整 備 事 業

八幡広場の芝を維持するために乗用芝
刈り機及び手押し肥料散布機を購入し
ました。

各１台 1,857,600円 1,100,000円

� ※交付金の上限額は4,400,000円です。

　町では、公正で開かれた町政と町民参加のまち
づくりを進めるため、情報公開制度を設けています。
　若桜町情報公開条例に基づき、平成27年度の運
用状況を公表します。

※�実施機関のうち、教育委員会、選挙管理委員会、公平委員会、監査委員、農業委員会及び固定資産評価審査
委員会に対する情報公開請求はありませんでした。

　平成27年度　情報公開請求件数及び処理状況

実施機関 請求
処理区分 左に係る

不服申し立て開示 部分開示 不開示 不存在

町 １件 １件 ０件 ０件 ０件 ０件

若桜町 情報公開制度
の運用状況
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鳥取因幡をGururi（ぐるり）めぐるGoodなバスツアー

　鳥取県東部の観光スポットをめぐるバスツアー『鳥取因幡Ｇバス』が運行をスタートしました。
　本年は智頭・鳥取の『Greenコース』、岩美・鳥取の『Geoコース』、八頭・若桜・鳥取の『原風景コース』の３コー
スを運行します。
　町民の皆さまも、県外のお知り合いの方に、ぜひご紹介ください！

申し込み等　　（一社）鳥取市観光コンベンション協会　☎0857(26)0756　 0857(29)1000
　　　　　　　 ※要事前予約（催行日前日17時まで）

若桜町集落応援事業費補助金の利用について

　地域の伝統文化の伝承、景観・環境の保全、都市部との交流など地域の誇りを再生・発展させる取
組や、地域産業の発掘・発展、復活などの取組、移住者受入のための地域の自主的な取組を応援する
ため、集落等を対象に支援制度を設けています。

■　対象事業
○�地域の歴史、特徴を活かした事業の実施
　（盆踊り、収穫祭、雪祭りなど）
○集落の特産物の検討、試作など
○景観・環境の保全
○都市部との交流事業（受け入れ、訪問など）
○集落の活性化や移住者受入についての検討
　（寄り合い、講演会、勉強会など）

■　事業実施主体
　�集落単位で活動を行う団体・グループ、
ＮＰＯ・ボランティア団体、自治会及び老
人クラブ等の住民団体

■　補助金
　上限３００，０００円

詳細についてはふるさと創生課までお問い合わせください。

お問い合わせ　　役場ふるさと創生課　☎(82)2231　IP☎9(82)2231

《旅行代金》　おとな 4,000円　こども 3,000円（昼食・バス代・入館料・保険料込） 

平成28年5月14日（土）から
平成28年9月24日（土）までの
毎週土曜日
午前10時30分　鳥取駅南口発

Greenコース

平成28年5月15日（日）から
平成28年9月25日（日）までの
毎週日曜日
午前10時30分　鳥取駅南口発

Geoコース

平成28年10月9日（日）から
平成28年12月18日（日）までの
毎週日曜日
午前9時30分　鳥取駅南口発

原風景コース

日　
　

時

「鳥取因幡Ｇバス」運行中！
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神田 誠也　遺墨展
　故 神田誠也氏は新町のご出身で、小学校教諭の頃から書道の
指導をされており、書家としてもご活躍されました。本展では、ご
親族と個人が所蔵する額・衝立・掛軸など約20点の書道作品を展
示します。皆様のお越しをお待ちしています。

▲「鯖寿司は山里の知恵 家の味」 （個人蔵）

「若桜鉄道」の利用にご協力をお願いします
　若桜鉄道は自家用車が利用できない方にとって重要な交通手段ですが、沿線人口
の減少や高校生の通学手段の変化などにより運行収入が減少し、経営環境は大変厳
しい状況にあります。お買い物列車や観光号、カフェ＆スイーツ列車など、皆様に乗っ
て楽しんでいただけるイベント、団体ツアー誘致など様々な取り組みを行っており
ますが、まだまだ皆様の協力を必要としております。
　通学や通勤、お買い物の際などに、若桜鉄道の積極的なご利用をお願いします。

若桜鉄道のお得な乗車券

若桜鉄道利用による特典
名　称 対象者 実施時期 内　　容

定期券・回数券の
販売促進

八頭高校前駅
以遠の定期券・
回数券購入者 通　年

・回数券購入者には１冊あたり500円分のお買い物券を進呈
・１カ月定期購入者には500円分のお買い物券を進呈
・３カ月以上定期券購入者には1,000円分のお買い物券を進呈
※�若桜町内にお住まいの高校生の方が定期券を購入された場合は
通学助成があります。助成金額は月額7,000円で購入月数に応
じて助成されます。

町内・町外利用者
へのプレゼント ８名以上の団体 若桜鉄道を往復利用する団体にジュースまたは弁天まんじゅう

をプレゼント

名　称 利用区間 金　額 実施期間 内　　容
シルバー回数券
（11枚綴）の販売

若桜鉄道
全線

（若桜駅から
郡家駅）

2,940円

通　年

満65歳以上の方を対象に販売。
通常料金4,200円よりも1,260円お得です。

シルバー定期券
の販売

１カ月　 3,000円
３カ月　 9,000円
６カ月　18,000円

満65歳以上の方を対象に販売。
※�月に12回以上利用される方は、シルバー定期
券がお得です。

往復乗り放題切符
の発売 760円

若桜駅～郡家駅間が１日乗り放題です。
どなたでも購入いただけます。
（参考：往復運賃860円）

ファミリー乗車券
の発売

大人１名と
小児１名で760円

若桜駅～郡家駅間が１日乗り放題です。どな
たでも購入いただけます。土曜・日曜・祝日
のみの限定販売です。

お問い合わせ　　若桜鉄道　☎(82)0919　IP☎9(82)0919

お問い合わせ　　たくみの館　☎(82)0583　IP9☎(82)0583

たくみの館企画展

会　期 ：５月28日(土)～６月26日(日)９時～17時
休館日：毎週月曜日
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お知らせ

第24回　リサイクルフェスティバル
＊＊体感！実感！エコの心＊＊

精神障がい者家族相談ダイヤル

「因州若桜鬼っこまつり」実行委員募集

【と　き】６月５日（日）
　　　　 10時～15時　雨天決行
【ところ】リファーレンいなば（伏野）
【内　容】
★特別催物
　・鹿野亀井太鼓（亀井踊保存会）
　・ドラムとコラボで歌謡舞踊（国府あかね会）　ほか
★アルミ缶・紙パック交換コーナー
★地産地消コーナー
★リサイクルマーケット
【出店者募集】
・�30店舗、出店料500円、１人１区画、先着順、小中高生、
業者の方出店不可

【�受付期間】５月11日（水）～５月18日（水）
　　　　　 （５月16日は休館日）
※アンケート記入者にトイレットペーパープレゼント
※臨時駐車場から会場までシャトルバスを運行します。

・家族による家族のための電話相談です。
・相談料無料（通話料は別途かかります）。
・匿名でも相談はお受けします。
【実施日】毎月第１・３木曜日　午後１時～午後４時
【お問い合わせ】
鳥取県精神障害者家族会連合会　☎090（3880）3498

　因州若桜鬼っこまつりの実行委員を募集します！イベ
ントを盛り上げてくれる方、興味のある方、一緒に実行
委員をしませんか？
【募集委員】10名程度
【締め切り】５月９日(月)
【お申し込み・お問い合わせ】
役場産業観光課　☎(82)2238　IP☎9(82)2238

戸籍の窓口

シルバー人材センターがお手伝いします！

墓地の清掃 タンスなどの解体

襖・障子の張り替え

【仕事依頼・お問い合わせ】
若桜町シルバー人材センター
（若桜町公民館２階）
☎(71)0411　IP☎9(71)0411

草刈り

＜5月リサイクルファクトリー・スケジュール＞
リファーレンいなば

内　容 日　時 定員 費用

紙漉き
しおり作り

５月５日（木）
10時～12時 ５人 100円

ＰＰバンド
四角

５月11日（水）
10時～15時 10人 無料

ガラス工芸
アクセサリー作り

５月20日（金）
10時～12時 10人 実費

木工
パンダの壁掛け

５月24日（火）
10時～12時 ４人 100円

※詳しくは、電話でお問い合わせください。
※上記以外の体験講座や、外部出張も行います。
　お気軽にご相談ください。

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

※
4
月
11
日
届
出
分
ま
で

農
人
町　

河
村　
　

一
さ
ん�

78
歳

西　

町　

谷
川　

松
惠
さ
ん�

105
歳

中　

町　

有
田
美
津
枝
さ
ん�

96
歳

糸
白
見　

山
根　

里
江
さ
ん�

69
歳

あ
り
が
と
う
ご
ざ
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香
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て
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町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

ご
寄
付
を
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た
だ
き
ま
し
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。

※
4
月
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日
届
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で

金
一
封

農
人
町　

河
村
ま
さ
子
さ
ん　

夫�

一
さ
ん

吉　

川　

田
中　

義
人
さ
ん　

兄�

満
さ
ん

【教室参加申込・お問い合わせ】
リファーレンいなば（鳥取市伏野2220）☎0857(59)6026
【休館日】月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日）

上記以外にも楽しい催し物が
盛りだくさん！
美味しい食べ物もあるよ！
ご家族そろってお越しください。
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　５月１日（日）午前１１時から若桜駅構内で「恋の日」イベントを開催します。
　ピンクＳＬ（既存のＳＬをピンクに塗装）のお披露目や走行（若桜駅構内を２往復程度）、また、中井精
也氏（鉄道写真家）、南田裕介氏（ホリプロマネー
ジャー）、豊岡真澄さんによるトークショーなどを
行います。皆様のご来場をお待ちしております。

今月のイベ
ント告知

恋（５月１日）
の日

イベントを
開催！

毎月第3水曜日は、ノーマイカーデーです

恋（５月１日）の日
イベントを開催！

5月31日（火）
税金・
保険料

5月の5月の

納期限

※たばこは若桜町内でお買い求めください。（若桜町の税収となります）

□ 固定資産税（全期及び第１期）
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・11時00分　 記念式典
・12時15分　ピンクSLイベント
・12時45分　トークイベント
　　　　　　　  中井精也氏、南田裕介氏、
　　　　　　　  豊岡真澄さん　

5/15 日
こんにちは
移動町長室

  2日㊊◆若桜神社大祭　傘鉾コンクール

  3日㊋◆若桜神社大祭

10日㊋◆人権相談

　　　 ◆行政相談

　　　 ◆法律相談

10日㊋・17日㊋・24日㊋・31日㊋
　　　 ◆消費生活相談

12日㊍◆障がい者相談

　　　 ◆乳幼児健診

22日㊐◆壮年ソフトボール大会

28日㊏◆不動院岩屋堂開山1210年柴燈護摩大祭

時間／19時～21時
場所／山田町（山田町公民館）

今月
の

乳幼児相談
5月24日（火） 13時30分～16時

5月の行事予定

18時～

8時～

9時～12時

9時～12時

13時30分～16時

9時～16時

9時30分～12時

12時30分受付

8時30分開会式

11時～

【山陰合同銀行若桜支店前】

【若桜宿内】

【ドリーミー】

【ドリーミー】

【ドリーミー】

【ドリーミー】

【ドリーミー】

【保健センター】

【若桜学園、中之島公園】

【不動院岩屋堂周辺】

保健センター
成人健康相談
5月6日（金） 9時～12時

ゆはら温泉の日 入浴料半額 
5月19日（木）

ゆはら温泉

日　程 （予定）

1,443戸（ー2）

住民基本台帳に記載された外国人を含む（平成28年4月1日現在）

世帯 人口 3,484人（－9）男性／1,642人（－10）
女性／1,842人（＋1）

人口と世帯数（対前月増減）

さくら4号

人口と世帯数（対前月増減）

さくくら4号ら4号くら4号くくら4号く

みんなで育てよう
若桜鉄道

さいとう ご   ま  たいさい
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